
ドイツ フラウンホーファー研究機構
応用情報技術研究所（FIT研究所）での

技術研修報告
R5年10月 「長野県とFIT研究所との共同宣言」
１ 研究や取り組みについて、互いに情報交換を行います
２ 職員の研修及び研究知見における相互交流を推進します
３ イノベーションを促進するため、双方の企業間の交流をサポートします
４ 応用情報技術研究所が長野県にサテライトオフィスを設置することを

目指した協議を開始します（R6年10月21日開設）
５ 日独の連携チームを作り、地域課題の解決に向けて一緒に行動します
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フラウンホーファー研究機構とは
・ 欧州最大の応用研究機関でドイツ全土に75の研究所・研究ユニットを持つ
・ 29,000人以上が在籍し、年間研究予算総額は28億ユーロ超（4,500億円超）

今回の研修先
・ 応用情報技術研究所（FIT）のHuman-Centered Engineering & Design（HCED）チーム
・ FITでは、AIやIoT等の情報技術によるヨーロッパの中小企業の課題解決に取り組んでいる
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フラウンホーファー研究機構は欧州最大の応用研究機関でドイツ全土に75の研究所・研究ユニットを持っている。
職員数は29,000人以上、研究予算28億ユーロと本当の意味で桁違いの規模の研究機関である。
今回はその中のAIやIoT等の情報技術により、ヨーロッパの中小企業の課題解決に取り組む応用情報技術研究所（FIT）に属するHuman-Centered Engineering & Designチームで研修を受け入れていただいた。



研修期間
令和６年11月10日～12月８日の約４週間

研修内容
・ Human-Centered Engineering & Designチームが主に取り組んでいるDesign Thinkingと呼ばれる
ユーザー中心の問題解決手法で、複雑な課題に対して柔軟かつ創造的に取り組む方法の習得

・ XR（現実の物理空間と仮想空間を融合させる技術）やAI、IoTといった技術の活用手法の説明及び体験
企業との打ち合わせに同行

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修期間は、令和６年11月10日～12月８日の約４週間
研修内容は、Human-Centered Engineering & Designチームが主に取り組んでいるDesign Thinkingと呼ばれるユーザー中心の問題解決手法で、複雑な課題に対して柔軟かつ創造的に取り組む方法の習得、XR（現実の物理空間と仮想空間を融合させる技術）やAI、IoTといった技術の活用手法の説明及び体験を受け、企業との打ち合わせに同行した。





Design Thinking

今回の課題
ユーザーの使いやすい
・ フォトアルバムを作成するソフトウェアデザイン
・ スーパーマーケットのスマホアプリデザイン 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Design Thinkingに関する研修では、ドイツの企業の方々と一緒にグループワークを行いながらDesign Thinkingについて学んだ。
左側の画像に示すような要件を満たすソフトウェアデザインの作成し、チームでブラッシュアップすることでの手法について理解を深めた。



XR技術
机上に仮想空間を表示し
工場の工程シミュレーションをする様子

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
XR技術に関する研修では、卓上に仮想の工場モデルを作成し、その工程の良し悪しのシミュレーションを実際に自分の手を動かしながら体験した。



FITの全体ミーティング
工業技術総合センターの紹介、北村の取り組んでいる研究及び支援の説明を行った

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、FITの全体ミーティングで工業技術総合センターの紹介、私自身が取り組んでいる研究及び支援の説明を行った
右上に映っているのがFIT所長のデッカー氏である



ボン・ライン・ジーク大学でのDesign Thinkingに関する
講義への参加

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Human-Centered Engineering & Designチームのリーダーであるレネ氏が講師を務める大学の講義にも参加し、学生と課題に取り組んだ



ドイツでの打ち合わせでは、必ずコーヒーや紅茶、ジュース
お菓子や果物が置いてある

座る席も特に決まりはなく、好きなところに座り自由に
飲み食いしながら打ち合わせを行っている

しかし、誰もが言いたいことを言える雰囲気があり
活発に意見が交わされることで、新しいアイデアが次々と
出ているように感じた



食事

ワンプレートの料理が多い
日本人でも食べやすく美味しい
ただし、量がとても多い



ビール

ボンの地ビールはグラスが特徴的



ボン市クリスマスマーケットの様子

年齢問わず、グリューワイン片手に友人と話している人が多い
皆この時期を心待ちにしていた様子であった



ボン独日協会後援の
日本語を学ぶドイツの学生と
ドイツ語を学ぶ日本学生の
交流の場に参加
多くの友人ができた



FIT内長野県サテライトオフィス
サテライトオフィスは個室で、研修期間中は主にこの部屋で活動していた
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